






































まず、IFRS における農業会計、具体的には IAS41 号「農業」において、葡萄からワイ
ンを作るプロセスは、農業活動の延長上にあり（B9 項）、発生する事象は生物的変化と類
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まず、IFRS における農業会計、具体的には IAS41 号「農業」において、葡萄からワイ
ンを作るプロセスは、農業活動の延長上にあり（B9 項）、発生する事象は生物的変化と類















































































































とされている（第 1 章第 12 項）。ただし、下の図表 2 で示す通り、ASBJ 討議資料にお
いて想定されている利用者は、あくまでも投資家であるとされている。





想定されている利用者 IASB 概念フレームワーク ASBJ 討議資料
1989 年公表 2010 年改正
投資者 ○ ○ ○
貸付者 ○ ○ △
仕入先その他の債権者 ○ ○ △
従業員 ○ ○ △
得意先（顧客） ○ △ △
政府および監督官庁 ○ △ △















































まると適切な会計処理が決まることが前提とされている（第 2 章第 7 項）。
IASB 概念フレームワークでは、ASBJ 討議資料での「信頼性」が「忠実な表現」にあ






























































んで」いなければならず（第 2 章第 3 項）、「会計情報は技術的な制約や環境制約のもと
で作成される」ため、「会計情報だけで投資家からの要求すべてにこたえることはきない」
13
































ないこととしている（第 2 章第 11 項）。


























第 3 章では、ASBJ 討議資料と IASB 概念フレームワークにおける財務諸表の構成要素
を踏まえ、それぞれの財務情報に関する考え方の違いについてみていきたい。
第１節 資産負債アプローチ










































































































































IASB 概念フレームワークにおいては、包括利益の定義を示しておらず、IAS1 号 7 項に
おいて、資本取引以外の事象による一期間における資本（すなわち資産と負債の差額）の
変動をいうとしている。

















えば ROE や ROA）等、財務諸表の数値に関する信頼性は高められる。
ASBJ 討議資料では、以下の二重のクリーンサープラス関係を想定している。
① 資本取引を除く、期首株主資本と期末株主資本の変動額と、それに対応する 1 会計
期間における純利益額が一致すること
② 資本取引を除く、期首純資産と期末純資産の変動額と、それに対応する 1 会計期間
における包括利益額が一致すること
これに対し、IASB 概念フレームワークにおいては、クリーンサープラス関係は 1 つ（期
首資本と期末資本と包括利益額が一致すること）と想定している。この両者の考え方の違
いは、2 つのクリーンサープラス関係を前提として、純利益を財務諸表の構成要素として






































② 割引キャッシュフローモデル（総資本が生み出す将来キャッシュフローを WACC で割
引いた合計額）


































































ワイン産業が保有している主な資産は 3 つあり、葡萄は IAS41 号により農産物2として
定義されており、葡萄木も 2016 年 1 月 1 日以前は、IAS41 号により農産物として定義さ
れていた。ワインは、IAS41 号 B10 項において農産物として取り扱うことを検討しており、








原価に占める割合は 25%前後（Lease, Sully, and Poggetto（2010）の、ワイナリーの原







IFRS では、IAS41 号によって、主要な用語が、図表 11 のように定義されている。
























づく財務諸表に対するより大きなニーズが生まれている（IAS41 号 B5 項）。このような











4 農業活動の定義は、図表 11 参照。
5 生物資産の定義は、図表 11 参照。
6 公正価値については、第 4 章第 1 節第 2 項参照。
7 生物学的変化の定義は、図表 11 参照。
8 収穫の定義は、図表 11 参照。
9 フィンランド（OMX 上場）の紙・パルプメーカーである UPM 社（2015 年 12 月期 売上
高約 100 億ユーロ）は、木（living trees）を公正価値評価して、変動差額を当期純利益に計上
している。
28
図表 12 IAS41 号における生物資産・農産物に関する公正価値の規定
姚（2014）p171
29
















*（2016 年より IAS16 号「有形固定資産」を適用）




















図表 10 に示したように、IFRS と違い日本基準には、葡萄に適用される明確な農業会計
基準は存在せず（上記したように、所得税法第 41 条収穫基準がわずかに存在する）、農産
物は他の工業製品と同じく棚卸資産に分類される。
以下、IAS41 号の規定と日本基準との規定との差異は図表 14 の通りである。
図表 14 生物資産・農産物に関する IAS41 号と日本基準との主な差異



























学的変化を最もよく反映できるためであるとしている（IAS41 号 B4 項）。では、農産物
の公正価値とは、何かを次に確認する。



































































社（2015 年 12 月期 ワイン・スピリッツ部門売上高約 46 億ユーロ）
② オーストラリア企業（オーストラリア証券取引所上場）の Treasury wine
estates 社（2016 年 6 月期 売上高約 23.4 億ドル）
34










































葡萄の公正価値測定は、LVMH 社、Treasury wine estates 社のアニュアルレポートよ






































得原価で測定することは首尾一貫性がなく非論理的である（IAS41 号 B42 項）としている。
しかし、葡萄を生む葡萄木は、2016 年より IAS16 号が適用されているが、原価モデル
で評価した場合、葡萄木は取得原価で評価され、葡萄は公正価値評価されるので、むしろ
IAS41 号 B42 項でいう、首尾一貫性がない会計処理になるのではないだろうか。






















（IAS41 号 B14,B15 項）。







また、IAS41 号 B43 項において、農産物を公正価値評価する際に、測定値の信頼性が欠
如するという懸念に対しては、農産物に関しては市場が多く存在するので信頼性の欠如に
42

























IFRS では、2016 年 1 月 1 日以前、すべての生物資産には、IAS41 号が適用されていた












































第２項 葡萄木に対する IAS16 号「固定資産」の適用事例
前項でみたように、葡萄木は、2016 年 1 月 1 日以降より果実生成型植物として IAS16
号が適用されるが、本論文執筆時（2017 年 1 月 13 日現在）は、ワインメーカーで、適用
事例のあるアニュアルレポートが開示されていない12。仮に葡萄木が、再評価モデルによ
り公正価値評価されたら、どのような方法により測定されるであろうか13。前述したオー
ストラリア企業（オーストラリア証券取引所上場）の Treasury wine estates 社の 2016
年 6 月期のアニュアルレポートでは、葡萄木が IAS41 号によって公正価値評価され、その
12 葡萄木に IAS16 号を適用予定の、フランス（ユーロネクスト上場）のワイン・スピリッツ
メーカーの Pernod Ricard 社（2016 年 6 月期 売上高約 87 億ユーロ）の 2016 年 6 月期のア
ニュアルレポートに今後の動向が注記されている。
Changes in accounting standards
Standards, amendments and interpretations for which application is mandatory from 1
July 2016
The impact of the amendments to IAS 41 (Agriculture) and IAS 16 (Property, plant and
equipment) is currently being assessed by the Group. Under these amendments, bearer
plants will henceforth be accounted in accordance with IAS 16, allowing such plants to be
recognised using the cost model or the revaluation model. Produce from such bearer plants
continues to be accounted in accordance with IAS 41. Impact of implementation of these
amendments will have no material impact on the Group’s operating profit. At 30 June 2016,
biological assets amounted to €172 million, including €169 million of vines.
（会計基準の変更
2016 年 7 月 1 日以降に適用が義務付けられている基準、改正および解釈
IAS 第 41 号（農業）および IAS 第 16 号（有形固定資産）に対する修正の影響は現在、当グ
ループによって評価されている。これらの改正により、果実生成型植物は今後、IAS 第 16 号
に従って会計処理され、原価モデルまたは再評価モデルを使用してそれらの植物を認識するこ
とが可能になる。このような果実生成型植物からの収穫物は、引き続き IAS 第 41 号に従って
会計処理される。これらの修正の実施による影響は、当グループの営業利益に重要な影響を及
ぼさない。 2016 年 6 月 30 日現在、生物資産は、葡萄木の 169 百万ユーロを含む 172 百万ユ
ーロである。）
13 ワインメーカーにおいて、IAS16 号の再評価モデルが適用されている事例として、前述した、
フランス企業（ユーロネクスト上場）の LVMH（ルイヴィトンモエネヘネシー）社の 2015 年
12 月期のアニュアルレポートに、葡萄畑の土地の測定方法が注記されている。
Property, plant and equipment
Vineyard land is recognized at the market value at the balance sheet date. This valuation
is based on official published data for recent transactions in the same region. Any
difference compared to historical cost is recognized within equity in “Revaluation reserves”.























































以下 RM とする）より、Negociant Manipulant（大手シャンパーニュメゾン、以下 NM とす
る）の方が、知名度等のブランドイメージにより、価格帯が高くなる傾向にあると思われる。
例えば、古木（Vieilles Vignes）から収穫された葡萄により製造されたワインで、RM の Domaine
Egly Ouriet の「Champagne Grand Cru Blanc de Noirs Vieilles Vignes」は、輸入元のヴァ
ンパッシオンの希望小売価格で 25,000 円であるが、NM の Bollinger 社の「Bollinger Vielles
Vignes Françaises」は、輸入元のアルカンの標準希望小売価格で 110,000 円であり、約 4 倍
程度、価格差がある。
17 フランスのシャンパーニュメゾンの Bollinger 社(Negociant Manipulant)の「Bollinger
Vielles Vignes Françaises」は、輸入元のアルカンの標準希望小売価格は 110,000 円で、





















とも考えられる。その場合、第 3 章第 3 節第 2 項で論じたように、再評価する際に公正価







































20 ワインは、IAS41 号 B10b 項に、ワインの熟成プロセスは生物学的変化、つまり質的な変化











第２項 ワインに対する IAS2 号「棚卸資産」の適用事例
前述した、フランス（ユーロネクスト上場）のワイン・スピリッツメーカーの Pernod









































22 例えば、フランスのシャンパーニュメゾンの POL ROGER の CUVEE SIR WINSTON
CHURCHILL は、10 年程度熟成させてから市場に出荷する（ワイナート編集部 [2009]）。顧
客に最適な飲み頃を提案し、ブランドイメージを保つために行われている。その他にも、イタ






































24 ASBJ 討議資料「財務会計の概念フレームワーク」第 3 章第 17 項においても、自己創設の
れんの計上は、経営者による企業価値の自己評価・自己申告を意味するため、財務報告の目的
に反することから、資産計上が認められていない。
























第 4 章でみたように、葡萄は、IAS41 号により、農産物として収穫時の公正価値により
資産計上され、簿価との差額は当期純利益となり、その利益情報が外部公表される。しか
し、公正価値情報が有用なのは、第 3 章第 2 節 2 項においてみたように、投資の性質が金
融投資の場合であり、自らの活動の結果ではなく、随時換金可能な市場価格の変動のみが





第 4 章第 2 節第 3 項でみたように、葡萄木（資産）の公正価値情報は企業の清算企業価
値を測定する上では高い有用性を持つが、葡萄木（資産）の公正価値情報は、評価差額を
損益に反映させれば、将来キャッシュフローの予測能力が低下する可能性がある。



























具体的には、IAS2 号と IAS16 号に関しては、図表 21 に示したように、IAS16 号の再
評価モデルを除けば、取得原価で評価され、投資の成果が実現した時に利益が計上される
ので、日本企業が適用した際に投資家の意思決定に有用な情報提供ができると考える。し
かし、現状の IAS41 号に関しては、第 4 章第 1 節第 5 項で論じたように、公正価値評価
による利益情報は、投資家への意思決定に有用な情報とはならないであろう。
第３節 おわりに

















26 その例として、以下の 2 社が存在する。
① 三菱商事が、2016 年 3 月期決算有価証券報告書で約 650 億円資産計上している。
② 住友商事が、2016 年 3 月期決算有価証券報告書で約 120 億円資産計上している。












① 三菱商事では、2016 年 3 月期有価証券報告書にて、報告日時点の各国の市場における
取引価格や生物資産の成長率・斃死率をインプットとした評価モデルで測定と注記さ
れている。
② 住友商事では、2016 年 3 月期有価証券報告書にて、観察不能な価格を含むインプット
にて測定と注記されている。
公正価値の変動差額が純利益に計上されている。
27 飲料、食品メーカーの今後の適用予定として、以下の 3 社で予定されている。
① アサヒグループ HD が、2016 年 12 月期決算より適用予定。
② サントリー食品インターナショナルが、2017 年 12 月期決算より適用予定。
③ 日本ハムが、2019 年 3 月期決算より適用予定。
28 海外では、本論文で取り上げた企業以外で、以下の企業でも農業会計を適用している。
① フィンランド（OMX 上場）、紙・パルプメーカー、Stora Enso 社（2015 年 12 月期 売
上高約 100 億ユーロ）。
② オーストラリア（オーストラリア証券取引所上場）、ワインメーカー、Australian
Vintage 社（2016 年 6 月期 売上高約 2.4 億ドル）。
③ イギリス（ロンドン証券取引所上場）、酒類飲料（主に蒸留酒）メーカー、 Diageo 社
（2016 年 6 月期 売上高約 160 億ユーロ）。
29 JT（日本たばこ産業株式会社）においても、2015 年 12 月期有価証券報告書において、2016




秋葉賢一 [2013a] 「IFRS における農業の会計―限定的な改正案―」 『週刊経営財務』
No.3138
秋葉賢一 [2013b] 「包括利益と当期純利益の調整―IFRS におけるリサイクリングの意味
と意義―」早稲田商学 434 号
秋葉賢一 [2013c] 「会計基準の質―IFRS 導入の視点から―」 『會計』第 183 巻第 3 号
秋葉賢一 [2014a] 『会計基準の読み方 Q&A』 中央経済社
秋葉賢一 [2014b] 『エッセンシャル IFRS 第 4 版』 中央経済社
秋葉賢一 [2015] 「IASB における資本と利益の行方」 『會計』第 187 巻第１号
秋葉賢一 [2016] 『企業価値向上のための財務会計リテラシー 第 2 章』 日本経済新聞出
版社
阿部亮耳 [1976] 『農産物の費用収益対応について』 農業計算学研究
一般社団法人 全国農業経営コンサルタント協会 公益社団法人 日本農業法人協会
「2014」 『農業の会計に関する指針』
伊藤邦雄責任編集 [2006] 『キャッシュフロー会計と企業評価（第二版）』 中央経済社
伊藤邦雄 [2014] 『新・企業価値評価』 日本経済新聞出版社
稲本志良 [2012] 『農業経営発展の会計学―現代、戦前、海外の経営発展』 中央経済社
井上善文 [2011] 「国際会計基準第41号『農業』の概要と特徴」 『九共大紀要』第2巻
第1号
岡田博徳 [2013] 「国際会計基準（IAS）第 41 号「農業」の生物資産の会計方針と測定モ
デルの検証―ASEAN 諸国のプランテーション産業（パーム油産業）の実態を踏まえ
て―」 国際会計研究学会年報
小田滋晃 [2001] 「ワイン・ビジネス研究の対象と課題」 『京都大学生物資源経済研究』
第 7 巻
小田滋晃編 [2012]「わが国ワイン製造をめぐる損益計算の特徴と意義—棚卸資産の評価方
法とその効果に焦点をあてて」 『農業問題研究』48 巻 1 号
大日方隆 [2007] 『討議資料■概念フレームワーク[第 2 版] 第 2 部第 2 章』 中央経済社
大日方隆 [2013] 「アドバンスト財務会計 第 2 版」 中央経済社
61
川村義則[2007]『討議資料■概念フレームワーク[第 2 版] 第 2 部第 2 章、第 4 部第 2 章』
中央経済社
川村義則 [2014] 「負債アプローチをめぐる議論からのインプリケーション―公正価値測
定と歴史的原価測定のコスト分析―」 『會計』第 185 巻第 1 号
北村敬子 [2014] 『財務報告における公正価値測定』 中央経済社
倉田幸路 [2012] 「ドイツにおける概念フレームワーク～その役割と特徴～」 『會計』第
181 巻第 4 号
斎藤静樹 [2007] 『討議資料■概念フレームワーク[第 2 版]』 中央経済社
斎藤静樹 [2013] 『会計基準の研究[増補改訂版]』 中央経済社
桜井久勝編著 [2010] 『企業価値評価の実証分析～モデルと会計情報の有用性検証～』 中
央経済社
桜井久勝編著 [2013] 『財務諸表分析第 5 版』 中央経済社
佐藤信彦 [2012] 「財務会計概念フレームワークの再検討～その会計基準開発上の役割と
強制力を中心にして～」 『會計』第 181 巻第 4 号
スコット・キャロン、木村有基、渋澤健、柳良平 [2010] 「投資家は IFRS をどう見るか-
日本企業のコーポレートガバナンスの観点からの検討-」 『企業会計』Vol.62 NO.7
辻山栄子 [2007] 『討議資料■概念フレームワーク[第 2 版] 第 2 部第 6 章』 中央経済
社
土田俊也 [2010]『企業価値評価の実証分析～モデルと会計情報の有用性検証～ 第 5 章』
中央経済社
戸田龍介編著 [2014] 『農業発展に向けた簿記の役割-農業者のモデル別分析と提言-』 中
央経済社
西川郁生 [2015] 「資産負債アプローチと収益費用アプローチ」『週刊経営財務』No.3224
西川郁生編著 [2016] 『企業価値向上のための財務会計リテラシー 第 1 章』 日本経済新
聞出版社
林茂 [1996]『基本イタリアワイン』 ティビーエス・ブリタニカ社
広瀬義州 [2011] 『財務報告の変革』 中央経済社
藤田晶子 [2012] 「フランスにおける概念フレームワーク～その役割と特徴～」 『會計』
第 181 巻、第 4 号
松本敏史 [2010] 「資産負債アプローチによる収益認識基準―実現稼得アプローチに代わ
62
りうるか―」 『経済論議（京都大学）』 第 184 巻第 3 号
松本敏史 [2015] 「IFRS の情報特性と日本の選択」 『會計』 第 187 巻第 4 号
万代勝信 [2012] 「日本における概念フレームワーク～その役割と特徴～」 『會計』第
181 巻第 4 号
村田英治 [2015] 「会計主体と会計制度」 『會計』 第 188 巻第 5 号
森田松太郎 [2012] 『新会計基準と JA 経営』 全国共同出版
山田辰己 [2012] 「IASB における概念フレームワーク～その役割と特徴～」 『會計』第
181 巻第 4 号
山田辰己 [2014a] 「資産負債アプローチの意味について（上）―どのようにして包括利益
や当期純利益を決定するか―」 『税経通信』2014 年 4 月号
山田辰己 [2014b] 「資産負債アプローチの意味について（下）―どのようにして包括利益
や当期純利益を決定するか―」 『税経通信』2014 年 5 月号
山田辰己 [2014c] 「その他の包括利益とリサイクリング（上）―その他の包括利益の構成
項目の概要と概念フレームワークのディスカッション・ペーパーでの提案について」
『税経通信』2014 年 6 月号
山田辰己 [2014d] 「その他の包括利益とリサイクリング（中）―その他の包括利益の構成
項目の概要と概念フレームワークのディスカッション・ペーパーでの提案について」
『税経通信』2014 年 7 月号
山田辰己 [2014e] 「その他の包括利益とリサイクリング（下）―その他の包括利益の構成
項目の概要と概念フレームワークのディスカッション・ペーパーでの提案について」
『税経通信』2014 年 8 月号
有限責任あずさ監査法人 [2010] 『食品業の会計実務（業種別アカウンティング・シリー
ズ）』 中央経済社
米山正樹 [2007] 『討議資料■概念フレームワーク[第 2 版] 第 1 部第 2 章』 中央経済
社
姚小佳 [2013]「 IAS41 号における生物資産の会計処理をめぐる動向 - IASB 公開草案『農
業 : 果実生成型植物』の公表を中心として-」『商経学業』 経営学部開設 10 周年記
念論文集




[2010] 『ワインビジネス ブドウ畑から食卓までつなぐグローバル戦略』 昭和堂
ワイナート編集部 [2009] 『シャンパーニュ基本ブック』 美術出版社
Robert Eyler, Tony Correia 著 横塚弘毅、小田滋晃、落合孝次、伊庭治彦、香川文庸監訳
[2010]『ワインビジネス ブドウ畑から食卓までつなぐグローバル戦略 第 10 章』昭
和堂
Terry Lease, Jeff Sully, Jon P. Dal Poggetto 著 横塚弘毅、小田滋晃、落合孝次、伊庭治
彦、香川文庸監訳 [2010] 『ワインビジネス ブドウ畑から食卓までつなぐグローバ
ル戦略 第 11 章』 昭和堂
